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図１ 茂木海山・拓洋第3海山の位置

（実施事項）

茂木海山海域において2回の「かいこう7000II」潜航調査を海山頂部より東側に発達する南北性の断層に関

係する大きな東落ちの崖において行った。また、茂木海山から東に分布する海山について地形調査を行った。

拓洋第3海山海域においては、1回の「かいこう7000II」潜航調査を拓洋第3海山の南西山麓において行っ

た。さらに、同海山の周辺域において地形調査を行った。

（結果の概要）

茂木海山

１．茂木海山のピーク東の南北性の山頂部より東側に発達する南北性の断層に関係する大きな東落ちの崖で

の2diveにより、海山山体の構成岩石が明らかになった。中心部に近いところでは玄武岩質溶岩類で枕状構

造のあるものや柱状節理の発達するものも認められた。それよりは縁辺相になる北の断面では下部は火山角

礫岩や凝灰角礫岩からなり白色の細粒凝灰岩も存在する(図2)。上部は枕状構造が顕著な玄武岩質溶岩(図3)

からなっている。現在のピーク付近を火口とする中心噴出による山体形成で、その中心近傍とやや離れた 2

セクションの観察をしたと解釈して今後の分析等の検討を進めたい。

２．海溝に平行・準平行な断層による変異を考慮した山体の復元と地形解析を地形調査結果から実施するこ

とが可能となった。

拓洋第3海山

１．海底音響反射画像において、山麓から深海底にかけて、山麓から連続する深海底よりも強い反射強度を

持つものがある。Dive の結果、それらは山体を作る火山岩類（火山角礫岩・凝灰岩を含む）からなる岩屑

流堆積物（地すべり堆積物も含む）であることが明らかになった。その形成時期は特定はできないが、その

堆積物の表層を覆う遠洋性粘土に埋積されていない角礫の散在や集中分布が認められる(図 4)ことから、山

体の形成された白亜紀といった時代でなく比較的新期の時期と考えられ、調査できなかった山体近くでは現

在も活動的であるかもしれない。

２．上記の山体崩壊に起因する堆積物も含めた地形的な拓洋第3海山の全体像が把握された。

３．山体の構成岩石が採取され、分析結果からその起源が議論できる。



図2 火山岩礫を含む火山角礫岩（左手前）(茂木海山)

図3 枕状構造を持つ溶岩（茂木海山）

図4 砂泥質の底質に凝灰岩や火山岩類の中~大礫が分布(拓洋第3海山)

 


